
事業評価シート（令和４年度実施事業） 

 

事業名 支援事業 

 
１．事業の整理 （「どのような成果を期待して何をどのように行っているのか」その事業の目的等） 

目的・必要性 
 

学校等が教育課題・経営課題に応じ、自律的で主体性のある研修や研究を企画・

運営できるよう、また、教職員の積極的な授業改善や研修・研究が推進されるよ

う、本県の教育施策や教育課題に応じた教育資料や情報の収集・活用の促進及び

最新の教育情報の発信並びにその他教育センターの教育資源を生かした支援を

行う。 

内容 
(誰がどのように

何をやるのか)  
 

重点１：連携・協働の推進 

① 県教育行政機関とのリンク作成【事務局】 

② 福岡教育大学附属学校との連携協議【スクール・サポートチーム】 

③ 所内連携体制の構築と効果的・効率的なホームページ運営【事務局】 

 

重点２：間接的な支援の充実 

① サポート・シリーズ事業の企画・運営による間接支援の充実 

【事務局、スクール・サポートチーム、ＰＲチーム】 

② 教育資料及び教育情報の収集、管理及び発信の継続と充実・発展 

【事務局、スクール・サポートチーム】 

③ どこでもセミナー講座の精選【スクール・サポートチーム】 

 

重点３：広報活動の推進 

① 広報活動年間計画の策定と直接広報活動の完全実施【ＰＲチーム】 

  ② 所員への啓発の取組【ＰＲチーム、事務局】 

  ③ 実効性ある広報活動の実施【全職員】 

 

 
２－１ 評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

１ 

事
業
の
効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
を
実
現
す
る 

連
携
・
協
働
の
強
化 

・新たな九州各県及び県内教育行
政機関等を検討し、当該機関と
の協議、リンク作成による教育
情報等の多様化を図る。 

・メルマガやＦＢ、インスタによる各機関
の取組等の発信による教育情報
等の充実を図る。 

○九州各県及び県教育行政機関と
のリンク、教育情報、資料の共
有完了 

△文部科学省 
「StuDX Style 全国のポ
ータルサイト」に「ICT 活
用 特集ページ」の登録完
了 
URL:https://www.mext.go.jp/ 
studxstyle/special/31.html 

・サポート・シリーズ実践授業「教
材集」への附属学校作成資料の
継続的な提供計画の策定によ
る、コンテンツの質・量を維持す
る。 

・センターHP への附属学校の直接
リンクによる連携強化 

◆福教大附属小・中学校からの新
規資料の提供：6 校 

◆センターHPに附属学校のリンク
を作成：6 校 

◎福岡教育大学附属小・
中学校 6 校への依頼 
：8月完了 
◎提供資料 HP での 
更新公開：3 校 

 指導案等：46本 
動画：23本 
※現在 6校公開中 

・事業部会等の広報担当者で構成
するＨＰ作業・管理チームを運
営し、効率的な運営体制を機能
させる。 

・派遣業務の連絡調整を行う。 

〇HP作業・管理チーム会議：年３
回 

〇実施要領等の所内外への周知完
了 

△HP 作業・管理チーム会
議：年 3 回完了 
◎実施要領の所内外への
周知完了：5 月完了 

※「どこセミ」実施数22件 
※「派遣コン」実施数82件 

 



２－２  評価指標  
（総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

２ 

事
業
の
継
続
的
な
質
的
向
上
を
実
現
す
る
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

・サポート・シリーズの内容及び構

成見直しによる、情報発信の利

便性の向上を図る。 

・ホームページシステム更新に向

けた、効果的・効率的なホームペ

ージ構成の企画・検討を行う。 

○内容の見直し：１回 
○ホームページ更新に関する会
議：3 回以上 

◎内容の見直し：2月完了 
◎HP 更新に関する会議 
 ：3 回（事務局） 

・「新サポート・シリーズ」「指

導案データベース」「教育資料

等」「メールマガジン」「フェイ

スブック」「インスタグラム」

「学校支援なんでも相談室」の等

の管理及び配信の継続と充実を図

る。 

◆コンテンツ見直し：100％ 
○メルマガ、ＦＢ：月１回以上配信 

インスタ：週１回配信 
◆メルマガ内容役立った 95％ 
◆ＦＢ役立った 95％ 
◆ｲﾝｽﾀ役立った 95% 

○年間を通じた相談窓口の開設 

246 日 

◎コンテンツ見直し 
：100%実施 
※HP 更新・公開 
：3月完了 

◎メルマガ：毎月１回、増
刊号１回、計 13 回配信
（3/14） 

△役に立った：82.6％ 
△ＦＢ：109 回配信（3/14） 

役に立った：68.1％ 
△インスタ：75回配信 
（3/14） 
 役に立った：69.5％ 
◎開設 246 日 

受付件数 249 件（3/14） 
〔参考〕 
・教育指導計画書収集数 34 冊 
・研究紀要収集数 56 冊 
・指導案データベース新規登録数 100 件 

（ホームページアクセス数 611,214 件 2 月まで） 

・サポシリと連動したどこセミ講

座の精選によるニーズへの確実

な対応及びどこセミ、派遣コン

サルタントの実績集計による必

要な講座の精選を行う。 

・派遣コンサルタント事業の見直

しと改善を行う。 

○どこセミ５講座 
（60％減） 

◯派遣コンサルタント事業におけ
る市町村立学校への支援の柔軟化 

◯令和 4 年度開設 
どこセミ 6 講座 
（53%減） 
※ R3 より 1 講座減 

◎派遣コンサルタント 
・小学校 26件（前年比＋19） 
・中学校 15 件（前年比＋15） 

 
２－３ 評価指標 （総括的評価を行うに当たり運営基本方針に基づき立てた評価指標） 

方針 具体的方策 達成指標 実績値 

３ 

事
業
の
成
果
を
周
知
・
普
及
す
る
広
報
活
動
の
充
実 

・「アクセス数」や「事業の改善・
充実に関するアンケート」に基
づき、「広報活動年間計画」を
策定する。 

・各種チラシ、カード、事業紹介ス
ライド、動画作成によるＨＰア
クセス数の向上を図る。 

○教育センター研修及び学校訪
問時ＰＲ実施率 100％ 

◆サポシリ周知 60％、 
活用 40％ 

◆メルマガ、ＦＢ、インスタ 
周知 50％ 

◆ホームページ活用しやすい 95％ 
※上記◆は事業の充実・改善に関
するアンケートで検証 

◎「広報活動年間計画」の
作成完了・配布：4 月 
※広報活動に関するアンケート（２月実施） 
◎実施率 100％ 
△サポシリ周知：68.3％ 
△サポシリ活用：27.8％ 
△メルマガ周知：27.6％ 
△ＦＢ周知   ：15.5％ 
△インスタ周知：23.3％ 
◎HP活用しやすい：95.3％ 

・広報活動に関するアンケートの
作成、実施、分析による、直接的
な広報活動の実施率の向上及び
所員の意識向上を図る。 

○チラシ・カード配布、ＨＰ視聴

を伴う直接広報活動実施率 90％ 
※広報活動に関するアンケ
ート（２月実施） 

◎直接広報活動実施率：93％ 

・教育センター紹介動画の作成及
び配信を行う。 

・新規広報活動の考案と実施を検
討する。 

〇新規広報活動の実施：年２件 ◎教育センター紹介動画作
成、研究発表会で配信（情
報教育班作成） 

◯各研修の HP 上での事前
連絡票における広報活動
及び HP 上におけるコン
テンツへの広報スライ
ド・QRコードの添付 

◯R5HP トップ画面の検討：
広報専用ページ作成 



３．総括的評価 （評価指標の実績を基に必要性や有効性を総括的に評価） 

方針 方策内容 評価 判断理由 

 
１ 

連携・協働の推進 

４ 

 文部科学省「StuDX Style 全国のポータルサイト」に当セン
ターの「ICT 活用 特集ページ」を新規に登録するとともに、
福岡教育大学附属学校３校から資料提供を受け、全６校の資
料公開を実現した。 
 指導主事派遣業務については、市町村立学校の派遣を弾力
的に実施した結果、多くの申込みがあり、学校のニーズに対
応することができた。以上のことより、「妥当」と判断する。 

 
２ 

間接的な支援の

充実 

４ 

教育資料や教育情報の公開及び SNS を活用した配信は目標
を概ね達成することができたが、事業の充実・改善に関する
アンケート（以下、「事業アンケート」）から、検索機能やホー
ムページのサイトマップ等の利便性の向上が求められてい
る。 
 新サポート・シリーズの教育資料に関する見直し作業を計
画的に実施し３月公開を実現し、次年度以降の継続的な運営
を可能とした。どこでもセミナーについては、講座内容を精
選し、６講座とした。派遣コンサルタントは、計 82 件（市町
村立 41 件）と昨年の 62 件を大きく上回り、義務制学校等の
ニーズにも対応することができた。以上のことより、「妥当」
と判断する。 

 
３ 

広報活動の推進 

４ 

 広報活動年間計画に基づいたセンター職員による研修や学
校訪問時の直接的な広告活動は目標を達成し、教育センター
HP へのアクセス数が著しく増加した。今後、「メルマガ」「Ｆ
Ｂ」「インスタグラム」等の情報の発信元に対する周知度を高
めることで、更にアクセス数の増加が見込まれる。以上のこ
とより、「妥当」と判断する。 

※［評価］４：妥当 ３：ほぼ妥当 ２：要検討 １：不十分 
 
４．課題・問題点 （以上の自己点検・評価結果から見えてくる課題・問題点） 

方針 方策内容 課題・問題点 

 
１ 

関係教育機関との連
携強化・拡大と所内
連携体制の機能化 

教育センターが作成した教育資料や教育情報の発信だけではなく、
全国及び県内の関係機関と連携し、教育情報のプラットフォームと
して整備することで、教育センターを学校教育のシンクタンクとし
て機能させるため、更なるサイトの充実が必要である。 
指導主事派遣事業等の「直接的な支援」については、学校等のニー

ズに応えることはできたが、一部の指導主事の負担が大きいため、業
務負担等を考慮した事業内容の精選が必要である。 

 
２ 

間接的な支援の更な
る充実 

事業アンケート結果から、ICT 活用や教科、人材育成、働き方改革
等に関する教育資料や教育情報の提供を希望する意見が多く、ニーズ
調査に対応した情報発信が必要である。教育資料や教育情報の作成・
収集・管理に際しては、収集依頼や点検作業等の業務改善及び検索手
法の充実が必要である。 

 

 
３ 

意図的・組織的・
計画的な広報活動 

広報活動に関するアンケートの結果から、所員の広報活動に関する
意識の向上を図り、教育センターの成果物（教育センターで作成した
コンテンツ等）の所内における利活用を促進する必要がある。 
事業アンケート結果から、ホームページの利便性を高め、活用度の

向上を図る必要がある。 

 

 
 
 
 
 
 
 



５．令和５年度の改善及び進捗状況 
（課題・問題点に対し、令和５年度の事業に反映させた改善点及びその進捗状況） 

方針 方策内容 改善状況 

 
 １ 

連携・協働の強化 ① 教育センターを全国及び県内外の関係機関と連携した教育情報
のプラットフォーム化することに加えて学校教育のシンクタンク
として機能させるためのサイトの充実 

② 指導主事派遣事業等の「直接的な支援」における、業務負担等
を考慮した効果的・効率的な実施 

③ HP 作業・管理チームによる所内連携体制の強化とホームページ
内の情報と構成に関する各事業部会と連携した効果的・効率的な
ホームページ運営 

 
 ２ 

効果的・効率的な
直接支援、間接支
援の運営システム
の構築 

① 福岡県教育センターホームページ更新による効果的・効率的な
間接的支援 

② ニーズ調査やアクセス数等の分析に基づいた教育資料及び教育
情報の作成・収集・管理の実施と収集依頼や点検作業等の業務改善
及び検索手法の工夫・改善 

③ 直接的な支援である指導主事派遣業務（「どこでもセミナー講
座」・「派遣コンサルタント」）の見直しと改善 

 
３ 

効果的・効率的な
広報活動の充実 

① アクセス数や事業アンケートに基づいた、広報する内容と時期
を明記した「広報活動年間計画」の策定と進捗状況の確認 

② 研修及び学校訪問時におけるチラシ・カード等の配布による直
接広報活動の徹底 

③ 所内に対する定期的な広報活動への啓発と教育センターの成果
物（教育センターで作成したコンテンツ等）の利活用の促進 

④ ホームページ上における検索手法の充実と情報の一元化 
 






